
主催：大学総合研究センター
問合せ先： ches-staff@list.waseda.jp

参加をご希望の方は1月23日（木） 15:00までに、
申込みフォームhttps://bit.ly/35cdn6yよりお申し込みください。

申込方法

対象者

会 場

日 時 2020年1月24⽇（⾦）16:30-18:30

早稲田キャンパス 26号館8階シルマンラウンジ

大学教職員（先着60名）

対話を促す
ファシリテーションの
スキルとこころ

中野 ⺠夫 先生

東京工業大学リーダーシップ教育院
リベラルアーツ教育院教授

●東京大学文学部を卒業し株式会社博報堂入社。
2012年に博報堂を早期退職、同志社大学教授を経て、
2015年秋から東⼯⼤でリベラルアーツ教育改革に取り組む。

●著書に『学び合う場のつくり方』『ファシリテーション革命』
『はじめてのファシリテーション』ほか多数。

早稲田大学では「対話型、問題発⾒・解決型教育」を取り入れるには、いかに学生同士の対話を育
み、⾃ら問題を発⾒し、その解決に向けて協働・共創を促していくかという点に注⼒しています。
中野教授は様々な分野で広がっている参加型の場づくりの技法、「ファシリテーション」を大学教育
に応用し、活用していらっしゃいます。学生の主体性を引き出すために「教えるより学び合う場を創ろ
う」と、対話あふれるアクティブな場づくりを実践してきた中野教授から、大教室での参加型授業の事

例や、そこで使われているファシリテーションの基礎スキルとこころについて学びます。

概 要


